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特殊詐欺の手口を知って被害を未然に防ぎましょう

災害に便乗した悪質商法にご注意ください
災害発生後は、その災害に便乗した悪質商法によるトラブルの相談が多く
寄せられます。不審な訪問や住宅修繕の勧誘には、十分注意しましょう。 
もしもトラブルに遭ってしまったり、少しでもおかしいと感じたりすることが 
あったら、菊川市消費生活センターまで相談ください。　

問い合わせ  菊川市消費生活センター（商工観光課内☎35-0937）

近年、身内や警察官などをかたった犯人からの詐欺電話やSNSを悪用した特殊詐欺の被害が急増しています。
特殊詐欺の手口は、年々巧妙化・悪質化の傾向にあります。特殊詐欺の被害を防ぐために、その手口や対策 
方法を知りましょう。　　　　　　　　　    問い合わせ  地域支援課自治振興係（プラザきくる内☎35-0925）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  菊川警察署管内防犯協会（☎36-6363)

オレオレ詐欺
子どもや孫などの身内になりすまし、 
トラブル解決の金銭を求める。

対　策  お金を送らない、渡さない。

SNS 型投資詐欺
著名人の名前や写真を悪用して嘘の投資
広告を出したり、「必ず儲かる投資方法を 
教える」といったメッセージを送ったりして
SNSに誘導し金銭をだまし取る。
対　策  「必ず儲かる」「あなただけに教える」

といった言葉に注意する。

■消費者へのアドバイス
・ 台風や地震などの災害が起こると、その際の混乱や被

害者を支援したいという気持ちに付け込んだ便乗商法と　
疑われる相談が寄せられます。

・ 住宅修理などの勧誘をされても、その場ですぐに契約せず、
複数の事業者から見積もりを取ったり、周囲の人に相談し
たりした上で慎重に契約しましょう。特に、頼んでもいない
のに自宅へ押しかけてきて、しつこく勧誘する事業者には
注意してください。

・ 公的機関が電話や訪問などにより、義援金を求めること
はありません。

■トラブルの事例
事例１
見た目では自宅に被害はないが、訪問してきた工事業者に

「このままでは危ない、すぐに工事が必要だ」と言われた。
事例２

「保険金を使えばタダで住宅修理ができる」と言われた。
事例３
市役所職員を名乗り「義援金を集めている」と訪問された。

ニセ警察詐欺
警察をかたり捜査名目で金銭をだまし取る。
対　策  スマホに防犯対策アプリを導入する。
 固定電話は国際電話利用休止の 

手続きをする。
  SNSに連絡があった場合は無視し、 

最寄りの警察署に相談する。
	 ※警察がSNSで連絡を取ることはありません！

SNS 型ロマンス詐欺
SNSやマッチングアプリを通じて恋愛感情や
親近感を抱かせて、お金をだまし取る。
対　策  個人情報や連絡先を安易に教えない。
　　  SNSだけでやり取りしている相手

の話を信じない。
・ 固定電話を防犯機能付き電話機に買い替えましょう。 

常時留守番電話設定を行って、番号や相手の声を確認してから電話に出るようにしましょう。
・ 少しでも気になったら自分ひとりで判断せず、周囲の人に相談しましょう。怪しいと思ったら、警察に連絡しましょう。

困った時は消費生活センターに相談ください
菊川市消費生活センター☎35-0937
( 市役所本庁舎３階 商工観光課内 )
受付時間  平日午前 8 時15分〜午後５時

　　   ※相談無料、個人情報は守られます。

■主な手口と対策

■今すぐできる詐欺対策


